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「第26回 SABO体験楽校」を開催！
がっ こう

富山平野と砂防の関わりを楽しみながら理解してもらうことを目的として、富山県内の高校生を対象とした「ＳＡＢＯ体験楽校」
が開催されました。高校生３名が立山カルデラに上山し、工事現場見学や実習、砂防事業に携わる人々との交流など、
様々な体験をしました。「ＳＡＢＯ体験楽校」の開催は、今年で第２６回となります。

開校期間：令和7年7月29日(火)～7月31日(木)   参 加 者：富山県立 高岡工芸高等学校 3名

実施場所：立山砂防事務所（千寿ケ原）        主 催：国土交通省 立山砂防事務所

  水谷出張所（立山カルデラ内）                一般財団法人 富山・水・文化の財団
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●立山カルデラ内には約２億m3の崩壊土砂が溜まっている事に驚いた。

●立山の歴史や砂防工事の大切さを学ぶ事ができて良かった。

●授業では理解しきれていない事を現場の体験で理解できた。

●骨材が80mmのコンクリートは学校で見た事がなかった。

●現場や出張所の方々にたくさん話を聞くことができて良かった。


